
                   



   

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 

 
 
 

 



     

 

        
 

      

 

  

 

   

 
 



    
     

    

 平成２８年 ６月 ６３号     新 農 だ よ り      （４） 

ピーマン生産部会反省会の様子 

    
     

    

 
 

 

褒賞授与式の様子 



        

    

 ２０２３年度は、夏場の暑い時期の５日間含む５開催、計１３日というスケジュー

ルで開催され、売却頭数は北海道市場レコードを更新する２，１６２頭、売却総額は

前年を更に２,０４３,４００千円上回る１７,０５７,７００千円(税別)という盛況な結

果となりました。 

 暑い夏場のサマーセールでは厩舎の扇風機は増設フル稼働していたと伺ってます。 

 各生産者の皆様、参加されたスタッフの皆様、１年間大変お疲れ様でした。 



    
     

    

 平成２８年 ６月 ６３号     新 農 だ よ り      （４） 

生産者  
馬 名 父馬名 開催日 レース名 

性別・年齢 母馬名 開催場 距 離 

㈲村田牧場 
ノースブリッジ モーリス R5.1.22 アメリカンジョッキークラブカップ ＧⅡ 

牡 ５歳 アメージングムーン 中山競馬場 芝２２００ 

土井牧場 
ララクリスティーヌ ミッキーアイル R5.2.18 京都牝馬ステークス ＧⅢ 

牝 ５歳 スーパーマダム 阪神競馬場 芝１４００ 

対馬 正 
タマモブラックタイ デクラレーションオブウォー R5.3.18 中日スポーツ賞ファルコンステークス ＧⅢ  

牡 ３歳 タマモイヤリング 中京競馬場 芝１４００ 

㈱ノースヒルズ 
エミュー ハービンジャー R5.3.18 フラワーカップ ＧⅢ 

牝 ３歳 スーリール 中山競馬場 芝１８００ 

㈲須崎牧場 
エエヤン シルバーステート R5.4.8  ニュージーランドトロフィー ＧⅡ 

牡 ３歳 シルクヴィーナス 中山競馬場 芝１６００ 

中地 康弘 
カラテ トゥザグローリー R5.5.7 新潟大賞典 ＧⅢ 

牡 ７歳 レディーノパンチ 新潟競馬場 芝２０００ 

㈲カミイスタット 
ダンシンクローバー キンシャサノキセキ R5.5.13 京都ハイジャンプ Ｊ・ＧⅡ 

せん ７歳 ヒシディーバ 京都競馬場 障３９３０ 

㈲オリエント牧場 
プラダリア ディープインパクト R5.10.9 京都大賞典 ＧⅡ 

牡 ４歳 シャッセロール 京都競馬場 芝２４００ 

㈱錦岡牧場  
ヤマニンサルバム イスラボニータ R5.12.9 中日新聞杯 ＧⅢ 

牡 ４歳 ヤマニンエマイユ 中京競馬場 芝２０００ 

生産者   
馬 名 父馬名 開催日 レース名 

性別・年齢 母馬名 開催場 距 離 

㈲隆栄牧場  
ケイアイドリー エスポワールシチー R5.6.1 北海道スプリントカップ ＪｐｎⅢ 

牡 ６歳 アルヴェナ 門別競馬場 ダ１２００ 

㈱ノースヒルズ 
リメイク ラニ R5.8.15 クラスターカップ ＪｐｎⅢ 

牡 ４歳 サリエル 盛岡競馬場 ダ１２００ 

 

生産者   
馬 名 父馬名 開催日 レース名 

性別・年齢 母馬名 開催場 距 離 

㈲パカパカファーム  
コンティニュアス ハーツクライ R5.8.23 

グレートヴォルティジュール    

ステークス ＧⅡ 

牡 ３歳 フラッフ ヨーク競馬場 芝２３７０ 

㈱ノースヒルズ  
リメイク ラニ R5.9.10 コリアスプリント Ｇ３ 

牡 ４歳 サリエル ソウル競馬場 ダ１２００ 

コンティニュアス ハーツクライ R5.9.16 セントレジャーステークス ＧⅠ 

㈲パカパカファーム  
牡 ３歳 フラッフ 

ドンカスター

競馬場 
芝２９１０ 

 

 



        

    

  

   

  

 

 

  



    
     

    

 平成２８年 ６月 ６３号     新 農 だ よ り      （４） 

    
     

    
     

    
     

 



部署／日付 
12/29 

(金) 

12/30 

(土) 
12/31(日)～1/3(水) 

1/4 

(木) 

1/5 

(金) 

1/6 

(土) 

農 

        

協  

 管理課 

 営農課 

 農産課 

 畜産課 

生産資材課 

平

常 

業

務 

業務納 業務始 年 末 ・ 年 始 休 み  

貯金課 

共済課 
年 末 ・ 年 始 休 み  業務始 

平常 

業務 
休み 業務納 

燃料課 
平常 

業務 

業務納 

 

 

年 末 ・ 年 始 休 み  

業務始 

 

 

平常業務 

 

 

集 送 乳  

事 業 所  
平   常   業   務 

【貯金課】 

  ・１２月３０日（土） ～ １月 ３日（水）までは、ＡＴＭは休止となります。 

   コンビニＡＴＭは全日、取引可能です。 

【共済課】 

 ・自動車事故の場合は、フリーダイヤル ０１２０－２５８－９３１ まで 

 

  又は、担当職員まで   ◎山口 剛次 ０９０－５９８５－３０５２ 

              ◎山口 剛嗣 ０９０－３３９２ー６０９０ 

日 高  

生 産 連 

【日高生産連】 業務納 １２月２９日（金）・ 業務始 １月 ９日（火） 

 生乳検査業務については、下記のとおり実施いたします。 

 ＜生乳検査業務＞ 

 ・１２月３０日（土）  通常業務 

 ・１２月３１日（日）～ １月 ３日（水）休業 

 ・ １月 ４日（木）  通常業務 

  ※日高生産連生乳検査業務休業中の検査（緊急のみ）については、 

   日高乳業での検査となりますが、必ず農協を通して下さい。 

 

  緊急連絡先：畜産課   西【携帯】090-5229-5169  飯田【携帯】090-8279-5731 
 

        日高生産連 平等【自宅】0146-42-3354 【携帯】090-2696-3337   

日高中部

農機 

センター 

【自動車事故のレッカー対応】 ※ ０１２０ー０６３ー９３１ まで 
 

（年末） １２月２９日（金） 業務納 

（年始）  １月 ６日（土） 業務始 

畜 産 

公 社 

【安 平】 （年 末）１２月２０日（水） 午前９時までに搬入（牛と畜最終日） 

      （年 始） １月 ９日（火） 通常業務（牛・豚と畜稼働日） 

共 済 

組 合 

（年末） １２月２９日（金） 業務納（事務所） 

     １２月３１日（日） 業務納（人工授精） 

（年始）  １月 ５日（金） 業務始（事務所） 

      １月 ４日（木） 業務始（人工授精） 

     

尚、休日中の人工授精依頼は ０１４６－４５－７２１４ にて電話受付しております。 



 

 
  

●万が一の事故の際にも確実な補償を受けられるように、労災保険の特別加入を積極的にご検討下さい。 

 

 
  

（１）業務災害 

  農業者が、圃場で行う耕作作業・トラクターや動力草刈機等を使用して行う作業及びこれに直接付帯 

 する行為を行う場合。 

（２）通勤災害 

  ①住居と圃場との間の往復 ②就業場所から他の就業場所への移動 等 

 ※農作業のためトラクター等に乗って車庫から圃場へ向かう途中で負傷した場合は業務災害として補償 

  対象になります。 
 

                 

                ※保険料や休業補償などの給付額を算定する基礎となるもの（一部抜粋） 
 

 ※給付基礎日額は３，５００円～２５，０００円の中から選ぶことができます。 

給付基礎日額 年間保険料（保険料率 13/1,000） 災害発生前に申請することが前提となり、変更申請

前に災害が発生している場合は、当年度の給付基礎

日額変更は認められませんので、給付基礎日額変更

を検討されている方は、事前（３/２～３/３１）の

手続きをお勧めします。 

 １０，０００円 ４７，４５０円 

  ５，０００円 ２３，７２５円 

  ３，５００円 １６，６０１円 

労災保険 

 ＜加入の範囲＞ 

 原則：事業主本人のほか家族従事者など、労働者以外で業務に従事している人全員を 

    包括して特別加入の申請を行う必要があります。 

 例外：病気療養中、高齢その他の事情により実態として事業に従事していない事業主 

    は包括加入の対象から除くことができます。 

補償の対象となる範囲 

給付基礎費額・保険料 

※近年、農業者にも外国人労働者・研修生等の受け入れが増えてきており、受け入れ要件として労災 

 保険の加入が求められております。 

  受け入れをお考えの方は、事前に労災保険の加入をお勧め致します。 

 加入のお手続きは、営農課までお問い合わせ下さい。 

 

事業主もしくは会社役員の方

は特別加入に加入しなければ

労災の対象になりませんので 

今一度ご確認下さい！！ 



畜産農家の皆さまへ 

 

①は生産を開始する２週間前までに、②は販売開始後２週間以内に 

「 〒060-8588 札幌市中央区北３条西６丁目 

  北海道農政部の食の安全推進局食品政策課クリーン農業係」 
 に必要書類を提出してください。 

 
自ら生産した堆肥を他者に渡す場合は 

有償・無償に問わず「肥料の品質の確保等に関する法律」 

に基づく届出が必要です 

 

 

    生産した堆肥を他者に渡す場合（有償・無償を問わない） 

   生産業者としての届出（法第２２条） 
   ・特殊肥料生産業者届出書（様式第１４号（イ））・・・・・・・・２部 

   ・登記簿謄本等（写し可）・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・１部 

     ※個人の場合は住民票又は運転免許証の写し 

   ・生産工程の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２部 

   ・工場位置図等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１部 

   ・有害物質（ひ素、カドミウム、水銀）の分析値・・・・・・・・・１部 

   ・「肥料の品質の確保等に関する法律に基づく表示」の案・・・・・１部 

   ・表示の根拠となる分析値・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１部 
   

 

    生産した堆肥を他者に有償で渡す場合 

   販売業者としての届出（法第２３条） 
   ・肥料販売業務開始届出書（様式第１５号（イ））・・・・・・・・２部 

   ・登記簿謄本等（写し可）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１部 

     ※個人の場合は住民票又は運転免許証の写し 

   ・販売事業場位置図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１部 

 

  ※どちらかの手続きも手数料はかかりません。 

必 

要 

書 

類 

必
要
書
類 

① 

② 

１部を副本として 

返送します 

１部を副本として 

返送します 

●お問合せ先 

 北海道農政部食の安全推進局食品政策課クリーン農業係 

 （ＴＥＬ：011-204-5431） 
 届出様式などは北海道のホームページに掲載しています。 

 

詳しくは                 で検索  北海道 食品政策課 肥料届出 



    


